










所と相関する、colinearity と呼ばれる特有の性質を示す。ヒトやマウスでは、A、B、C、D と名付けられた 4
つの Hox クラスターがあり、これらはシーラカンスや軟骨魚類の 1 グループ(全頭類)に属するゾウギンザメ
など、全ゲノム配列が解読された様々な有顎脊椎動物で保持されているため、有顎脊椎動物の祖先にはこれ














を算出した。Hox遺伝子の時間的な発現制御を調べるために、トラザメ胚の RNA-seq データを用いて Hox遺
伝子の発現量を各ステージ間で比較した。Hox 遺伝子の発現パターンを調べるために、トラザメとイヌザメ
の咽頭胚後期の個体を用いてホールマウント in situ ハイブリダイゼーションを行った。Ｍ【実験結果と考察】
配列解析および発現解析の結果、トラザメには Hoxc11、イヌザメには Hoxc8、Hoxc11が存在し機能している
ことが示唆された。板鰓類の HoxA、B、Dクラスターには反復配列の存在頻度や、クラスターの全長におい





HoxC 遺伝子には、他の Hox 遺伝子で行われているような時間的・空間的な発現制御が一部分保存されてい
た。これらのことから、板鰓類において HoxC 遺伝子群の時間的、空間的な発現は、クラスター全体として
の遺伝子発現調節よりも個別の遺伝子の発現調節によって制御されている可能性が示された。 
